
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「自らの夢の実現に向けて

主体的に学び人間性豊かで郷土を愛する心身

ともにたくましい生徒の育成」を達成するた

め、学力面ではマンネリ化した朝学習・夕学

習の在り方を見直し、タブレットを活用した

個別最適な学びを行ったり、生徒会と共に学

習規律、生活規律を徹底させるなど、少人数の強みを活かした個別指導や生徒と共に創る

授業改善を行っています。その成果は学力調査等でも大いに成果を出しています。 

また、体力向上においても、毎週水曜日は朝８時からラジオ体操を行い、新体力テスト

の目標値を掲示し日常的に計測ができる工夫に加え、地域人材による水泳出前授業等、全

校２４人の少人数の学校であっても確実に成果を出しています。 

今後は、協議の際に出された、「基礎的・汎用的能力」や「言語能力」等、本校が育成

を目指す資質・能力を、職員だけでなく地域の方とも熟議を行うことでより焦点化し、本

校の強みを活かしたよりダイナミックな改革を期待したいと思います。 

 

授業から学ぶ 
全ての学級において

ペア学習、班学習、全

員との交流など、生徒

達の対話を通して行う授業が行われていました。その姿から、このような授業が日常的に

行われていると確信しました。特に、１年英語は全員と対話をするスピード感溢れる授業

スタイルは、小規模校の弱点を補う意味でも大いに参考になる内容でした。 

今後とも、生徒達と共に課題をつくり、生徒同士で対話をする場を多く取り入れ、教師

は俯瞰的にみることで評価を行い、生徒の考えをつなぐような展開を期待します。 
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